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●本書により審査を行いますので、内容はできるだけ詳しく、具体的に記入してください。
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	１　大学名
	〇〇法人〇〇大学

	２　学生支援策の名称
	資格取得・キャリアアップ支援

	３　学生支援策の区分
	□生活支援■修学支援■キャリア形成支援■地域活動参加促進□その他

	４　事業の内容等

　
	【目　的】
・学生の資格取得を通じたキャリア形成の促進
・取得資格を活用した地域活動（IT支援、学習支援等）への参画を促進
・地元企業との関わりを深め、広島で働く意欲の醸成を図る。
・学生生活の充実・安定につなげる。

	
	【内　容】
１　資格取得支援（6,000円以内の費用助成）
対象：ITパスポート、MOS、基本情報技術者、簿記、FP、TOEIC／英検等
補助対象：受験料、教材費、オンライン講座受講料など
２　地元企業との連携キャリアイベント
・資格取得者向け企業説明会
・キャリア相談会
・資格分野に応じたインターンシップ（IT／観光／サービス業）
３　資格活用型地域活動への参加マッチング
・商店街や地域団体のITサポート（SNS発信、PC相談会）
・小中学生への学習支援
・地域イベントでの広報・運営補助
４　成果報告会（大学×地域×企業）
・学生の活動報告
・地域団体からのフィードバック
・次年度の連携に向けた打合せ

	[bookmark: _Hlk195813367]５　事業の効果、詳細等
　（データ等の根拠を示した記載に努めること）
	【学生支援策としての効果】
（学生生活の安定・充実への寄与、対象学生のニーズ（生活様態）との適合性）
・約●％（●人）の学生が資格取得を希望しており、支援により資格取得意欲が向上し、学生の学修意欲と自己効力感が高まる。
・キャリアの方向性が明確になり、就活への不安を軽減
・約●％（●人）の学生が資格習得のための経済的支援を希望しており、経済的理由で資格学習に踏み出せない学生への支援になる。

	
	【地域とのつながり】
（学生の地域参画促進効果、地域社会・地域団体との連携の可能性、地域課題の解決や地域活性化への貢献）
・地元企業と学生の接点を創出し、地域就職意欲が高まる。
・商店街・地域団体のIT活用を学生が支援し、地域課題解決に寄与
・大学—地域—企業の三者連携が強化され、地域活性化に資する	

	
	【実現可能性】
（スケジュール・実施方法の具体性、経費計画の妥当性、学生の参加を促す仕組み）
・キャリアセンター、地元企業、商店街振興組合との実施協議済
・年間スケジュール、活動場所、講座運営システムが既に確保
・経費は1人6,000円以内に収まり、事業計画として妥当（大学負担分の予算は確保済）
・大学内で募集・告知を行うことができ、参加学生の確保が容易

	
	【主体性・創意工夫】
（大学の実情に応じた取組内容、多面的な効果や参加者増加につながるなどの工夫）
・資格取得と地域活動をセットにした独自プログラム
・企業説明会を「資格分野別」に設計する工夫（大学の学部・大学院と企業とのつながりを活用）
・地域団体のニーズに応じたIT支援メニューを学生が提案
・小中学生への学習支援活動を学生リードで企画・運営する体制

	
	【継続性・発展性】
（効果検証方法（定量・定性）の妥当性、財源の確保可能性、将来的な事業展開の見通し）
・次年度以降、連携企業・団体との協定により持続可能
・学内で取組を共有し、参加人数の増加を図る。
・事業の成果は、①資格取得状況（受験者・合格者数）、②事前・事後アンケートによる自己効力感、キャリア意識、地域定着意欲、経済負担の軽減感の変化、③地域団体・企業へのヒアリング、④成果報告会での三者評価により検証する。得られた結果を次年度のプログラム改善に反映し、活動内容や連携先の拡大につなげることで、継続的な発展が可能となる。


 (
どのように効果検証するか具体的に記載してください。
)
広島市大学等学生支援推進補助金
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	６　実施スケジュール
どの時期に何をするのかを御記入ください。
	年度（時期）
	活動内容

	令和　年度
	【継続の場合、過去の実績状況等】

	令和〇年度
（当該年度）
	　　　５月
	プログラム説明会、参加学生募集、連携企業とのキックオフ

	
	６～７月
	・資格講座（オンライン・対面）の受講開始
・キャリア相談会開催

	
	８～９月
	地域活動①：商店街や地域団体でのITサポート開始
地域活動②：学習支援ボランティア開始（小中学生対象）
地域活動③：地域イベントでの広報・運営補助開始

	
	１０月
	・資格取得者向け企業説明会の開催
・地元企業のインターンシップ受入（資格分野別）

	
	１２月
	成果報告会（大学×企業×地域）の開催

	
	２月
	実績報告資料作成

	令和〇年度
	【継続して事業を実施する場合、次年度の活動概要】（任意）
以下について検討した上で、継続予定
・新規地域団体との連携拡大
・資格分野別インターン枠の増加
・学生主導の地域課題解決プロジェクトの企画


※　次年度の活動に対する補助を約束するものではありません。



